
                    夏至
げ し

、緯度
い ど

が変
かわ

れば 
「夏至」、私

わたし

はこの言葉をきくと、子どものころに読んだ物語の中の情景
じょうけい

が浮
う

かんできます。 

アストリッド・リンドグレーンが書いた、家が３軒
けん

しかないスウェーデンの小さな村のお話です。

そのなかに、にぎやかな夏至のお祭りの話がありました。私は「夏至」と言う言葉に、にぎや

かさ、楽しさを思い浮かべます。 そういえば、シェイクスピアの「夏の夜の夢
ゆめ

」も夏至の日の

夜が舞台
ぶ た い

です。多様な登場人物のにぎやかで不思議
ふ し ぎ

、おかしな一晩
ひとばん

の夢の物語ですね。  

天文学では、「夏至」とは太陽が春分点から 90度離
はな

れた「瞬間
しゅんかん

」の事です。プラネタリウ

ムでは「昼が一番長い日」、「太陽が最
もっと

も高く上る日」などと解説
かいせつ

をします。 

今年の夏至は６月２１日です。 東京では朝の４時２４分に太陽がのぼり、日の入りは１９

時１分ですから、昼間はおよそ１４時間もあります。 

太陽が空のどのくらいの高さに見えるかは、緯

度によって違
ちが

います。私が読んだ物語の舞台、ス

ウェーデンは、日本よりも緯度の高いところにあり

ます。 そのため、太陽の高さ（南中高度）は東京

よりも高くなりません。 しかし、緯度が高いため、

太陽の１日の運動（日
にっ

周
しゅう

運動
うんどう

といいます）の経路
け い ろ

の大部分が地平線の上に見られることになりま

す。 その結果
け っ か

、朝は２時３４分に太陽がのぼり、日

の入りは２１時１分となり、１８時間以上
いじょう

太陽は沈
しず

みません。もっと緯度の高い場所、つまり北

に行くと、太陽は地平線をはうように、１日中沈まないということになります。 これが有名な

白夜
びゃくや

（White Night）、そして 1日中太陽がのぼらない極
きょく

夜
や

（Polar Night）があります。 

夏至のお祭りは、キリスト教由来の行事とそれまでの祝祭
しゅくさい

が合わさったものでしたが、

現代
げんだい

では長い冬が終わり、夏の到来
とうらい

を祝
いわ

う意味が加
くわ

わっています。 日本では梅雨
つ ゆ

の時期と

いうこともあって、あまり夏至を意識
い し き

することはないかもしれませんが、北極
ほっきょく

に近い場所では

ようやく訪
おとず

れた夏に心おどらせ、お祭りを楽しむのでしょう。 

                                         ２０23年６月 7日 記 （解説員
かいせついん

：松本
まつもと
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